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１、はじめに 

 本発表では、1970 年代の日本でマース・カニ

ンガムがどのように受容されたかを明らかにす

る。64 年初来日公演の批評と 76 年の公演批評

を比較検討し、従来研究されてこなかったカニ

ンガム受容史研究に新しい局面を切り拓く。 

 

２、1964 年の来日公演批評 

 秋山邦晴と東野芳明は、64 年当時の日本の芸

術批評の文脈で使われていた「綜合」という言

葉を使ってカニンガムを評している。60 年代に

使用された「綜合」という言葉は、今までにな

い新しい芸術を評する言葉として好意的な批評

をする際に使われており、カニンガム作品にみ

られる、音楽・ダンス・美術の相互独立性を表

す言葉として「綜合」という言葉を用いたと考

えられる。好意的な批評をもって迎えられたカ

ニンガムだが、光吉夏弥が「カニングハムの名

は、日本の観客にはまだ広くは親しまれていな

い。」iと指摘したように、一般の観客にとって

なじみがなかったせいか、朝日新聞の記事では

「客席は、「よくわからないが、なんとなく面白

い…」そんなふんいきだった。」iiと書かれてい

る。 

 

３、1976 年の来日公演批評 

 76 年の公演は、カニンガムが「観衆が信じら

れないくらい熱心なのには驚きました。京都で

は、大きな体育館のオープン・ステージでやっ

たんだが〔中略〕二千五百人の観衆でいっぱい

で、こういう“まじめ”な催しにあれだけ入っ

たのは、あの体育館でははじめてだったそうだ」
iiiと証言しているように、日本の観客たちは大

いに関心をもって受けとめたようである。 

 佐藤滋は、今回の公演は、厚木凡人や、前年

に来日したトリシャ・ブラウンに比べて一歩物

足りないと評した一方で、「カニンガム個人の踊

りは（つまりダンサーとしての彼は）、独自の世

界を形作っているように思われる。」ivとし、カ

ニンガムの踊りを高く評価している。 

 市川雅は秋山邦晴と行った対談のなかで、カ

ニンガム以外のメンバーにはバレエの制約が強

く感じられるのに比べて、カニンガムの踊りに

はそれがなく、「ソロが非常にリラックスした感

じで、感心した」vと述べている。それを受けて

秋山は、今回の公演は 64 年の公演とはメンバー

が変わっているために、作品の中での個性のぶ

つかり合いがなくなり、全体が小粒になってし

まったと述べている。一方でカニンガムの踊り

は「やはりある一つの円熟というか、自在にな

っているというか、表現力がもっと豊かになっ

たというか、個性がさらに深くなったというか」
viと評価している。 

 

４、おわりに 

 64 年の公演批評からは、今までにない斬新な

芸術として作品を受けとめたことが伺える。一

方 76 年の批評では、カンパニーとしての評価は

低く、カニンガム個人の踊りに対する評価が高

い。これには、マーサ・グラハムをはじめとす

るモダンダンスのみならず、そこから逸脱する

ダンスについても目にする機会が増えてきてい

たことが影響しているのではないだろうか。 

 75 年に西武劇場で行われた「ダンス・トゥデ

イ・'75」には、トリシャ・ブラウンをはじめア

メリカのポスト・モダン・ダンスのダンサーた

ちを招聘し、日本からも厚木凡人と花柳寿々紫

が参加している。それに合わせて市川雅の『ア

メリカン・ダンス ナウ』がパルコ出版から出

版され、アメリカのモダンダンスやポスト・モ

ダン・ダンスがカラー写真付きで紹介された。 

 64 年当時は新しいダンスを受けとめる土壌

がまだ形成されていなかったために、作品全体

を斬新なものとして受けとめていたが、76 年に

なると、批評家の中には、作品を大きくとらえ

るだけではなく、詳細な分析を行うことができ

る人物も出てきていたと言えるのではないだろ

うか。 
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